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Principle uses of Kana Notations:from the Analysis of the Index of the 
Old version of Setsuyoshu 
This paper analyzes a dictionary titled Setsuyoushu written in the Muromachi 
era. The index of Setsuyoushu is listed in the the “い(I), ろ(ro), は(ha)” 
alphabetical order. For example, all the entry words that begin with the first 
syllable which is pronounced “I” are collected in the “I” section. The “I, ro, ha” 
alphabet consists of 47 letters that include three pairs of letters that have similar 
sounds “い(I)” and “ゐ(I)”, “え(E)” and “ゑ(E)”, “お(O)” and “を(O)”. There 
were no pronunciation distinctions of each pair in the Muromach era. Therefore, 
the letters “ゐ”, “ゑ” and “を” are not used in the index of Setsuyoushu. This 
means there are 44 sections in Setuyoshu. This probably is a consideration for 
users not to be at a loss as to which section in the index they should look at when 
they look up the word that begins with the sound “I,” “E,” “O” since they cannot 
distinguish each letter by pronouncing it by themselves. 
 
There were four different kana notations for the contracted sounds such as 
“ショー (Sho)” “セウ (Seu)” “セフ (Sehu)” “シヨウ (Siyou)” and “シヤウ 
(Siyau)”. If the beginning of words are written as “セウ(Seu)”, or “セフ(Sehu)”, 
these words are to be collected in the “セ(Se)” section. However, if the beginning 
of the same pronunciation words are written as “シヨウ(Siyou)” or “シヤウ
(Siyau)”, these words are collected in the “シ(Shi)” section. The solution to avoid 
this confusion could be to collect these words in both the “セ(Se)” and “シ(Shi)” 
sections. In fact, some of the 70 existing Setsuyoshu texts adopted this solution. 
Since the Muromachi era, various methods have been adopted to fill the gap 
between the sound and the way the words were written. This paper points out that 
the start of this kind of solution is seen in Setsuyoushu. 
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かなづかい 表音的表記 多表記性表記システム 
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については措くことにすれば、「ツヅク（続）」の「これまでの書き方」は 8



























































































































Ａ  仮名による書き方………………仮名によって語を書いた場合の書き方 
Ｂ  仮名の原則に基づく書き方……表音的な書き方 































  シヤウブ…南葵文庫本 
  セウブ……黒本本・堺本・饅頭屋本・南葵文庫本・永禄二年本・堯空本 
 
「ショー」という発音に対応する書き方として考えられるのは「シヨウ」











 シヨウジ（勝事）  シヨウジ………黒本本・伊京集・明応本 
                    セウシ…………黒本本 
  シヨウデン（昇殿） シヨウテン……黒本本・南葵文庫本 
                     セウデン………黒本本・南葵文庫本・永禄二年本・
堯空本 
  ゼウシツ（焼失）   ゼウシツ………黒本本・饅頭屋本・南葵文庫本・
永禄二年本 
                     シヨウシツ……黒本本・明応本 
  セウソク（消息）   セウソク………黒本本・伊京集・饅頭屋本・永禄
二年本 
                     シヨウソク……黒本本・明応本・南葵文庫本 
  セウナゴン（少納言）セウナゴン……黒本本・伊京集・堺本・饅頭屋本・
南葵文庫本 






















































  アウム……伊京集・明応本・黒本本・永禄二年本 
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そうすると古本節用集を使う場合に、自身の発音によっては検索ができな
いことになる。本稿では、拗長音を例として採りあげているが、拗長音を
仮名でどのように書くかということをめぐって、「仮名の原則に基づく表音
的な書き方」と「仮名によるこれまでの書き方を顧慮したかなづかい的な
書き方」とが「相克」し、それが古本節用集という「場」に「見出しの双
掲」というかたちを採って現れた、とみることができるのではないだろう
か。 
註７  「どの書き方も「同値」であるとみなすならば」と述べたが、「字音
かなづかい」が「シヨウブ」である語はその発音がオ段合拗音であり、そ
の発音がオ段開拗音である「シヤウブ」と書く語とは「同値」ではないと
いうのがこれまでのみかたであった。そして「字音かなづかい」が「シヨ
ウブ」である語を「シヤウブ」と書くことをもって、「開合の違例」とみな
してきた。オ段長音における「開音」「合音」をどのようにとらえるかとい
うことについても議論があるが、（そもそも両者が音韻的な差ではないとす
れば、そもそも、ということになるが、音韻的な差であった場合であれば）
両者が「差」を失った時期においては、「シヨウブ」も「シヤウブ」も「同
値」ということになる。古本節用集の振仮名が案外と、所謂「開合の違例」
を見せないのは、「かなづかい的な書き方」の干渉があるためではないか。 
註８ 「カハウ（買）」「マハウ（舞）」はそれぞれ「カオー」「マオー」と
いう発音になったと思われ、その時には「はう」が長音「オー」に対応し
ていることになる。字音語には該当例はないので、そうした意味合いにお
いてはいささか特殊な例といえよう。 
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